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新庄河川事務所

寒河江川砂防出張所

既設農道の端部にトロピン・トラロープを設置しているが、
単管パイプにて柵を設置し立入禁止等の明示した方がいい👷

１０月１１日（水）、寒河江川砂防出張所管内の施工業者および新庄河川事務所の職員15名が参加し、安全パトロールを

実施しました。 安全パトロールは請負工事の安全施工と労働災害の未然防止を目的として、年2回実施していますが、今回は

管内７カ所の工事現場の内、8月におこなった３ヶ所をのぞいた4ヵ所の現場を追加点検し、危険な箇所がないか、法令は守ら

れているか等、安全管理体制の確認をおこないました。

指摘された問題点について各現場ともすみやかに対処されており、今後もより一層安全に工事を完了できるよう取り組んで

いきます。

人と機械の作業エリアをきちんと分けること👷

⇒作業エリアと通路の区分明示をしました😊 ⇒発電機前の消火器を適切な位置に移動しました😊

現場昇降階段の上部入口部に段差があるので直した方がいい👷

⇒土のうを使用し段差を解消しました😊

工事車両に持込許可証・取り

扱い責任者の表示がない👷

⇒明記しました😊
蜂対策キットを現場事務所に設置しているが、現場にも
設置した方がいい👷 ⇒設置しました😊

AED設置施設の表示があるが、事務
所内なので外部にわかるように表示
した方がいい👷

⇒現場事務所入口及び外に提示を増やしました😊

⇒単管パイプで柵を設置し、『通り抜けできません』と
表示しました😊
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寒河江川砂防出張所
さがえがわさぼうしゅっちょうじょ

担当：安田・鈴木

～本紙をご覧頂いた感想や砂防事業、国土交通省の事業へのご意見、ご質問等をお寄せください～

寒河江川さぼう

＝土木現場体験、地域で活躍する方々とのふれあいを通じ、砂防事業と地域の暮らしを知る＝

国土交通省では土木技術者を目指す全国の大学生を対象とした「キャンプ砂防』を実施しています。

今回は４名の学生が参加され、９月４日から８日までの５日間の行程の中、６日(水)に寒河江川砂防出張所

管内の志津地区の地すべり対策事業の現場を見学・体験しました。

『山形県地質土壌調査業協会』現地視察

10／13（金）、山形県地質土壌調査業協会の皆さんが、志津

地区地すべり対策工事の現地視察に訪れました。

姥ヶ嶽ブロックの集水井工事や中沼沢川渓流保全工、排水ト

ンネル工事現場を回り、出張所職員から地すべりの概要説明、

受注者より地すべり観測・調査手法の説明を聞いた後、トンネル

抗内での施工状況などを視察しました。

地すべり調査

(観測)体験中！

・孔内傾斜計観測

・集水井点検カメラ

地すべり対策工事

現場を見学中！

・集水井工事

・排水トンネル工事

『月山地区環境委員会』現地視察

10／２３（月）、有識者からなる月山地区環境委員会による志

津地区の地すべり対策事業箇所の現地視察がおこなわれました。

工事実施状況の確認のほか、貴重な動植物への保全措置が

図られているか、工事実施にあたり濁水対策、両生類・植物の移

植等、環境配慮が適切におこなわれているかなど確認され、今後

の事業を進めていく上での注意事項など、貴重なご意見を頂きま

した。

東北の砂防を考えるアドバイザー会議（現地視察）

11／２（木）、『令和5年度東北の砂防を考えるアドバイザー

会議』が開催されました。

この会議は、東北地方整備局管内における土砂災害及び砂

防事業等において、各大学の土砂災害に係わる学識者と連携

を図り、土砂災害・砂防等に関する情報、知見を共有するととも

に、東北地整における土砂災害に対する技術力と危機管理対

応能力の向上を図る目的で開催されています。

志津排水トンネル工事現場を視察した後、最上川ダム統合

管理事務所会議室にて、情報提供及び意見交換がおこなわれ

ました。

http://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/J76201/05_jimusho/shucchoujo/sagae/sagae.html

